
図書室の本棚から〈新着図書を中心に〉     2009. Vol.2    
『あぶあぶあからの風』                     ひがしのようこ/東野雅夫 

築地書店 W87 
 ダウン症、自閉症の青年たちの楽団とミュージカル活動の 27 年間の軌跡が写真とともに綴られ

ている。待つことを教え、やさしさ、感動、あたたかさを“あぶあぶあからの風”が運んでくれ、
心洗われる書である。（A） 
 
 

『サルヴィフィチ・ドローリス 苦しみのキリスト教的意味』          内山恵介 訳                   
サンパウロ G62 

 故ヨハネ・パウロ 2世の書簡。超自然的にして、同時に人間的な苦しみの意味について、主キ
リストとの内的出会いの道で受ける答え。主キリストの呼びかけ。「わたしに従って来なさい」と。

主の十字架に従って生きることが、教会と人類のために「力の源」となると故ヨハネ・パウロ 2
世は説く。（K） 
 

 
『うつになった聖徒たち』             ブレンダ・ポインセット / 中嶋典子 訳  

           いのちのことば社 CS 成長センター W86 
 聖書の中の登場人物、モーセ、ヨブ、ハンナ、サウル、エリヤ、エレミヤ、ソロモンやパウロ

など、11 名の人物を通して、人生の道のりの中で、坂を下り、視界の不透明な谷間に、惨めさや
精神的な重圧におびえる時期が必ずあることを知る。うつの霊的側面、人生の暗闇を通して学ぶ
こと、暗闇の向こうには光が、明と闇は表裏一体で暗闇の中に宝がかくされていることなど、生
きる勇気、励まし、気づきが与えられる。（K） 

 
 
『ペトロ岐部と 187 殉教者 歴史と巡礼ガイド』                結城了悟 他 

ドン・ボスコ社 P143 

 命をかけて、愛を証したキリシタン達の殉教が示していることは、私たちにとって何なのか？殉
教者は犠牲者かなど、殉教について改めて考える一助になり、足跡を辿る旅に誘う本。（F） 
 

 
『オバマ大統領演説』                         コスモピア L1238 
この数カ月、政治、歴史、アメリカ社会など、様々な分野や切り口でオバマ大統領が誕生した意
義について考察された本が出版されている。本書には、彼の就任演説をはじめ、リンカーン、ルー

ズベルト、ケネディ、キング牧師の演説、それぞれの解説や背景が収録されている。言葉には力が
あり、人を動かすということを実感する。（N） 

        


